


－ 1－



－ 2－



－ 3－



－ 4－



－ 5－



－ 6－



－ 7－



－ 8－



－ 9－



（原稿受付　2016 年　12 月）

－ 10 －



－ 11 －



－ 12 －



－ 13 －



－ 14 －



－ 15 －



－ 16 －



－ 17 －



（原稿受付　2016 年　12 月）

－ 18 －



－ 19 －



－ 20 －



－ 21 －



－ 22 －



－ 23 －



－ 24 －



－ 25 －



－ 26 －



－ 27 －



－ 28 －



－ 29 －



（原稿受付　2016 年　12 月）

－ 30 －



－ 31 －



－ 32 －



－ 33 －



（原稿受付　2016 年　12 月）

－ 34 －



－ 35 －



－ 36 －



－ 37 －



－ 38 －



－ 39 －



－ 40 －



－ 41 －



－ 42 －



－ 43 －



（原稿受付　2016 年　12 月）

－ 44 －



－ 45 －



－ 46 －



－ 47 －



－ 48 －



－ 49 －



（原稿受付　2016 年　12 月）

－ 50 －



－ 51 －



－ 52 －



－ 53 －



－ 54 －



－ 55 －



－ 56 －



－ 57 －



（原稿受付　2016 年　12 月）

－ 58 －



－ 59 －



－ 60 －



－ 61 －



－ 62 －



－ 63 －



（原稿受付　2016 年　12 月）

－ 64 －



－ 65 －



－ 66 －



－ 67 －



－ 68 －



－ 69 －



－ 70 －



－ 71 －



－ 72 －



－ 73 －



（原稿受付　2016 年　12 月）

－ 74 －



－ 75 －



－ 76 －



－ 77 －



－ 78 －



－ 79 －



－ 80 －



－ 81 －



－ 82 －



－ 83 －



（原稿受付　2016 年　12 月）

－ 84 －



－ 85 －



－ 86 －



－ 87 －



－ 88 －



－ 89 －



－ 90 －



－ 91 －



（原稿受付　2016 年　12 月）

－ 92 －



－ 93 －



－ 94 －



－ 95 －



－ 96 －



－ 97 －



－ 98 －



－ 99 －



－ 100 －



（原稿受付　2016 年　12 月）

－ 101 －



－ 102 －



－ 103 －



－ 104 －



－ 105 －



－ 106 －



－ 107 －



－ 108 －



－ 109 －



－ 110 －



（原稿受付　2016 年　12 月）

－ 111 －



【研究論文】九州共立大学総合研究所紀要 第９号 ２０１６年３月 
   Journal of Kyushu Kyoritsu University Research Institute  No.9  March 2016 

－103－ 

九州共立大学総合研究所紀要投稿規程 

 
１．投稿論文の内容は、福原学園の教員・職員（総合研究所客員研究員を含む）が行った研究、

活動、ならびに福原学園に反映される研究、教育、活動に関するものとする。 
２. 投稿者は、福原学園の教員・職員（綜合研究所客員研究員を含む）、及び福原学園に属する大

学・短大の学生、並びに教員が紹介したもの、および共同で研究を行った者とする。 
３．論文の種類は、査読論文、研究論文、研究報告、技術報告、解説、レビュー、研究および実

用化の紹介、教育運営および管理に関する実践事例の紹介、その他とする。 
４．投稿原稿は、以下の各項を満たした場合に限り受理される。ただし、締切日を越えては受理

しない。 
1) 事前の投稿申込みが所定の期日までになされていること。 
2) 別に定める「原稿執筆要領」に従っていること。 
3) 原稿の長さは、4 頁以上 10 頁以下であること。 
4) 原稿の電子データが電子メール添付で送付されていること。電子媒体での提出も可。加え

て、査読論文の場合は、プリントアウトされた原稿 2 部の提出が必要。 
5) 査読論文・研究論文・研究報告の場合には、欧文タイトルおよび英文要旨（Abstract）、キ

ーワードが付されていること。 
なお、投稿された原稿は、紀要編集委員会において審査（校閲）し、本規程および上記 2）の

要件を満たしていない場合は書き直しを求めることがある。 
５．著者校正は、原則として再校までとし、レイアウトを大きく崩すことがないよう留意する。

なお、校正段階での原文の差し替え、追加、削除は、部分的であれ原則として認めない。 
６．別刷は、原則として 1 編につき 50 部を無料で提供する。それ以上を必要とする場合は、著

者の実費負担とする。また、特殊な印刷（多色刷り、カラー写真等）を必要とした場合は、

著者がそれに伴う分の実費を負担する。 
７．本紀要に係わる著作権については、以下のとおりとする。 

1) 掲載された論文等の著作権は著者に帰属する。 
2)  紀要編集委員会は原稿の第一次刊行権を有し、版下は紀要編集委員会に帰属する。 
3) 掲載論文等に掲載許可等を必要とする第三者の著作物(写真、図版等)が含まれている場合

は、著者がその著作権にかかわる許可等の処理を行わなければならない。 
4)  掲載論文は、原則として電子化し、九州共立大学総合研究所のホームページ及び九州共立

大学リポジトリにおいて公開する。ただし、著者が掲載論文の電子化・公開を望まない場

合は、書面にて当該論文の電子化・公開を拒否することができる。 
８．この規程に定めるもののほか、紀要の発行および投稿に関して必要な事項は、紀要編集委員

会において決定する。 
 
附 記 
１．この規程は、平成 27 年 9 月 8 日から実施する。 
２．九州共立大学総合研究所紀要投稿規程（平成 21 年 6 月 30 日制定）は廃止する。 
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